観経二尊教--我依・菩薩蔵・頓教・一乗海 by 調 晋一
観
経
一
ー
尊
教
!
我
依-
菩
薩
蔵
・
頓
教
・
一
乗
海
一
遇
 
教 
善
導
は' 
自
身
の
歴
史
的
使
命
を
、
 
某
今
此
の
観
経
の
要
義
を
出
し
て
古
今
を
楷
定
せ
ん
と
欲
う
。
(
散
善
義1
二
八
頁) 
と
披
瀝
し
て
い
る
。
「楷
定
古
今
」
と
は
、
 
今
ー
一
尊
の
教
に
乗
じ
て
広
く
浄
土
の
門
を
開
く
(
玄
義
分
・
四
頁) 
と
い
う
営
為
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
観
経
』
二
尊
教
を
開
顕
す
る 
一
事
に
お
い
て' 
仏
教
の
現
在
性
を
仏
弟
子
と
し
て
批
判
的
に
問 
い
、
公
開
の
仏
道
を
民
衆
に
返
還
し
て
い
く
と
い
う
営
み
で
あ
る
。
 
こ
の
事
業
の
依
っ
て
立
つ
根
拠
を\
善
導
は
三
宝
に
帰
依
し
、
 
我
れ
菩
薩
蔵
頓
教
一
乗
海
に
依
り
て 
(
同
前) 
と
表
白
す
る
。
そ
れ
は
、
調 
晋 
一
 
我
等
愚
癡
の
身
、
曠
劫
よ
り
こ
の
か
た
流
転
し
て
、
今
釈
迦 
仏
の
末
法
の
遺
跡
、
弥
陀
の
本
誓
願
、
極
楽
の
要
門
に
逢
え 
り 
(
同
前) 
と
い
う
遇
教
に
お
け
る
決
断
の
表
明
で
あ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
仏 
滅
後
の
末
法
五
濁
に
、
わ
れ
ら
の
行
証
道
と
し
て
現
成
す
る
浄
土 
の
教
法
の
事
実
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
「
菩
薩
蔵
」
と
は' 
業
縁
存
在
と
し
て
代
替
不
可
能
な
有 
限
の
生
命
を
い
き
る
一
切
衆
生
が
、
速
疾
に
自
覚
的
に
救
済
さ
れ 
る
「
頓
教
」
で
あ
る
。
浄
土
の
機
縁' 
王
舎
城
の
悲
劇
を
序
分
と 
す
る
『
観
経
』
は' 
業
縁
に
苦
悩
す
る
実
業
の
凡
夫
韋
提
希
を
教 
法
摂
化
の
場
と
し
て
、
業
道
の
歴
史
に
本
願
の
仏
道
を
開
顕
す
る
。
 
そ
れ
は
、
自
意
識
に
先
立
ち
業
縁
存
在
と
し
て
あ
る
自
身
の
事
実 
へ
と
自
覚
的
に
回
帰
さ
せ
、
自
他
の
関
係
性
を
根
源
的
に
覚
醒
す 
る
仏
道
で
あ
る
。
そ
の
「
菩
薩
蔵
・
頓
教
」
こ
そ
、
40
道
俗
時
衆
等
、
各
々
無
上
の
心
を
発
せ
ど
も
、
生
死
甚
だ
厭 
い
難
く
、
仏
法
復
欣
い
難
し
、
共
に
金
剛
の
志
を
発
し
て
、
 
横
に
四
流
を
超
断
し
、
弥
陀
の
界
に
願
入
し
て
、
帰
依
し
合 
掌
し
て
礼
し
た
て
ま
つ
れ 
(
同
前
・
三
頁) 
と
善
導
が
先
ず
大
衆
を
勧
め
、
自
ら
発
願
す
る
「
共
発
金
剛
志- 
横
超
断
四
流
・
願
入
弥
陀
界
」
の
道
で
あ
る
。
如
来
の
真
心
徹
到 
で
あ
る
共
発
の
金
剛
心
の
獲
得
に
よ
り
、
願
生
す
る
浄
土
を
存
在 
の
故
郷
と
し
て
横
さ
ま
に
四
流
を
超
断
し
、
穢
土
に
目
覚
め
自
他 
平
等
の
関
係
事
実
に
立
つ
。
こ
の
横
超
の
仏
道
を
、
善
導
は
「
菩 
薩
蔵
・
頓
教
」
と
領
受
し
た
。
さ
ら
に' 
こ
の
顕
現
す
る
大
乗
の
仏
道
に
お
い
て
、
は
じ
め
て 
究
竟
す
る
事
実
を
善
導
は
「
一
乗
海
」
と
宣
言
す
る
。
そ
れ
は
、
 
当
時
の
民
衆
と
の
生
き
合
い
の
中
で
、
そ
こ
に
具
現
す
る
一
乗
法 
"
南
無
阿
弥
陀
仏
の
事
実
に
触
れ
、
確
証
さ
れ
た
信
念
の
表
明
で 
あ
る
。
人
間
は' 
遇
縁
存
在
と
し
て
千
差
万
別
の
各
別
の
業
を
い 
き
て
い
る
。
「
順
彼
仏
願
故
」
の
称
名
正
定
業
は
、
人
間
の
一
切
の 
諸
縁
を
簡
ぶ
こ
と
な
く
、
真
に
一
人
と
し
て
平
等
に
救
済
す
る
群 
萌
の
一
乗
で
あ
る
。
善
導
は
、
こ
の
一
乗
の
事
実
を
「
一
乗
海
」
@1 
と
語
り
、
そ
の
具
体
性
を
、
会
通
二
乗
種
不
生
で
は
「
五
乗
斉
入
」
③
 
と
確
か
め' 
さ
ら
に
は
「謗
法
闡
提
回
心
皆
往
」
と
証
言
す
る
。
 
こ
の
よ
う
な
、
善
導
に
お
け
る
仏
教
の
事
実
確
認
の
基
点
に
は
、
『
観
経
』
に
教
え
ら
れ
た
人
間
観
が
あ
る
。
仏
滅
後
の
末
法
五
濁 
に
、
業
縁
の
事
実
を
遇
縁
存
在
と
し
て
生
死
す
る
凡
夫
、
と
い
う 
人
間
観
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
『
観
経
』
二
尊
教
と
の
値
遇
に
、
 
「
我
依
菩
薩
蔵
頓
教
一
乗
海
」
と
表
白
す
る
善
導
の
教
法
領
受
の 
精
神
を
尋
ね
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
ニ
ニ
尊
の
教
勅
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
第
一
序
題
門
は'
『
観
経
』
の
序
・
正 
・
流
通
の
展
開
に
し
た
が
い
ー
経
を
総
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
善 
導
は
、
そ
こ
で
『
観
経
』
が
教
主
釈
尊
と
救
主
陀
弥
に
よ
る
二
尊 
教
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
然
る
に
衆
生
障
り
重
く
し
て
悟
り
を
取
る
者
明
ら
め
難
し
。
 
教
益
多
門
な
る
可
し
と
雖
も
、
凡
惑
遍
く
攬
る
に
由
無
し
。
 
遇
々
韋
提
請
を
致
し
て
、
我
今
安
楽
に
往
生
せ
ん
と
楽
欲
す 
る
に' 
唯
し
願
わ
く
は
如
来
我
に
思
惟
を
教
え
我
に
正
受
を 
教
え
た
ま
え
と
い
う
に
因
り
て
、
然
る
に
娑
婆
の
化
主
其
の 
請
に
因
る
が
故
に
、
即
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
き
、
安
楽 
の
能
人
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
し
た
ま
う
。
(
同
前
・
六
頁) 
す
な
わ
ち
、
業
縁
の
只
中
で
苦
悶
す
る
韋
提
希
は
、
釈
尊
の
大
悲 
の
沈
黙
の
も
と
に
、
光
台
現
国
の
中
か
ら
別
選
し
て
「
我
今
安
楽 
に
往
生
せ
ん
と
楽
欲
」
し
、
「
教
我
思
惟
・
教
我
正
受
」
と
去
行
41
を
唯
願
す
る
。
そ
の
た
ま
た
ま
の
致
請
の
時
熟
を
待
っ
て
、
「
娑 
婆
の
化
主
」
釈
尊
は
浄
土
の
要
門
を
広
開
し
、
「
安
楽
の
能
人
」
弥 
陀
は
別
意
の
弘
願
を
開
顕
す
る
。
善
導
は
、
こ
こ
で
ー
一
尊
の
教
主 
と
救
主
と
し
て
の
分
際
を
明
確
化
し
、
二
尊
の
教
意
と
願
意
を
示 
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
対
峙
す
る
二
尊
の
位
取 
り
や
、
二
教
の
相
対
的
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
 
並
列
す
る
二
教
が
最
終
的
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
。
 
こ
の
疏
文
を
再
読
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
了
解
す
る
こ
と
が
で
き 
る
で
あ
ろ
う
。
韋
提
の
別
選
を
待
つ
、
教
主
釈
尊
に
お
け
る
浄
土 
の
要
門
の
広
開
に
よ
っ
て
、
救
主
弥
陀
の
弘
願
は
顕
彰
さ
れ
る
。
 
つ
ま
り
教
主
釈
尊
は
、
浄
土
の
要
門
を
広
開
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
 
救
主
弥
陀
が
開
顕
す
る
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
す
る
。
そ
れ
に
よ
り 
釈
尊
は
、
娑
婆
の
教
化
主
と
し
て
発
遣
の
責
務
を
全
う
す
る
の
で 
あ
る
。
韋
提
救
済
の
法
は
、
招
喚
の
救
主
弥
陀
の
弘
願
で
あ
る
。
 
『
観
経
』
は
、
要
門
を
一
経
の
正
説
と
す
る
態
で
、
「
大
経
に
説
く 
が
如
き
」
阿
弥
陀
の
本
願
を
業
縁
の
大
地
に
顕
彰
す
る
の
で
あ
る
。 
其
の
要
門
と
は
即
ち
此
の
観
経
の
定
散
二
門
是
な
り
。
定
は 
即
ち
慮
い
を
息
め
て
以
て
心
を
凝
ら
す
。
散
は
即
ち
悪
を
廃 
し
て
以
て
善
を
修
す
。
斯
の
ニ
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
す 
る
な
り
。 
(
同
前) 
広
開
さ
れ
た
浄
土
の
要
門
と
は
、
息
慮
凝
心
の
定
善
と
廃
悪
修
善
の
散
善
で
あ
る
。
こ
の
定
散
二
門
は
、
 
一
切
衆
生
の
機
に
二
種
有
る
こ
と
を
明
す
。
一
者
定
、
二
者 
散
。
若
し
定
行
に
依
れ
ば
即
生
を
摂
す
る
に
尺
き
ず
。
是
を 
以
て
如
来
方
便
し
て' 
三
福
を
顕
開
し
て
以
て
散
動
の
根
機 
に
応
ず
。
 
(
序
分
義
・
九
一
頁) 
と
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
間
が
観
見
願
生
の
道
に
立
つ
絶
対
的 
契
機
で
あ
る
。
教
主
釈
尊
は
、
行
為
的
存
在
で
あ
る
人
間
の
在
り 
方
を
定
散
の
二
行
で
尽
く
し
、
そ
こ
に
浄
土
の
要
門
と
し
て
の
意 
義
を
見
出
し
た
。
こ
の
定
散
二
善
の
教
説
は
、
人
間
の
具
体
的
在 
り
方
を
広
開
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
観
を
欲
求
す
る
人
間
の
宗
教 
心
を
広
開
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
業
縁
存
在
と
し
て
穢
土
を
尽
く 
す
べ
く
あ
る
凡
夫
と
い
う
自
身
の
存
在
現
実
に' 
仏
力
に
因
る
観 
が
成
就
す
る
こ
と
を
教
示
す
る
。
実
業
の
凡
夫
韋
提
希
は' 
教
主 
釈
尊
の
浄
土
の
要
門
の
教
導
に
、
観
見
願
生
の
道
、
未
来
世
の
ー 
切
衆
生
を
も
包
摂
す
る
一
人
の
「
除
苦
悩
法
」
を
領
知
し
て
い
っ 
た
。
業
縁
を
自
己
と
す
る
韋
提
希
に
と
っ
て' 
自
身
の
救
済
と
は 
決
し
て
個
我
的
な
救
い
で
は
な
い
。
未
来
世
の
一
切
衆
生
を
背
景 
と
し
、
内
容
と
す
る
全
人
の
救
済
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
就
す
る
⑥
 
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
こ
そ
、
「
無
量
寿
観
」
成
就
の
見
仏
、
遇 
仏
の
事
実
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
致
請
し
た
韋
提
の
意 
識
を
も
包
越
し
て
顕
彰
さ
れ
て
く
る
救
主
弥
陀
の
弘
願
、
南
無
阿
42
弥
陀
仏
で
あ
る
。
弘
願
と
言
う
は
、
大
経
に
説
く
が
如
き
は
、
一
切
善
悪
の
凡 
夫
生
ま
る
る
こ
と
得
る
者
は
、
皆
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に 
乗
じ
て
増
上
縁
と
為
ざ
る
こ
と
莫
し
。
 
(
同
前
・
七
頁) 
「
大
経
に
説
く
が
如
き
」
弥
陀
の
弘
願
は
、
一
切
善
悪
の
凡
夫
を 
「
皆
阿
弥
陀
仏
の
大
願(
願)
業
力
(
行)
に
乗
じ
て
増
上
縁
と 
為
」
す
得
生
者
と
覚
醒
す
る
。
そ
の
大
悲
願
心
の
自
己
表
現
こ
そ
、
 
「
念
仏
衆
生
摂
取
不
捨
」
と
は
た
ら
く
願
行
具
足
の
南
無
阿
弥
陀 
仏
で
あ
る
。
こ
の
一
行
は
、
是
れ
一
行
な
り
と
雖
も' 
生
死
の
中
に
於
て
乃
至
成
仏
ま
で 
永
く
退
没
せ
ず
。
 
(
同
前1
一
ハ
頁)
⑨
 
と
い
う
不
退
の
一
行
で
あ
り
、
「
九
十
五
種
の
外
道
に
簡
異
」
す
る 
清
閑
な
唯
仏
一
道
の
一
行
で
あ
る
。
善
導
が
、
 
仰
い
で
惟
み
れ
ば
釈
迦
は
此
の
方
に
し
て
発
遣
し
、
弥
陀
は 
即
ち
彼
の
国
よ
り
来
迎
す
、
彼
に
は
喚
ば
い
此
に
遣
る
、
豈 
に
去
か
ざ
る
容
け
ん
や
。
唯
勤
心
に
法
に
奉
え
て
畢
命
を
期 
と
為
し
て
、
此
の
穢
身
を
捨
て
て
即
ち
彼
の
法
性
の
常
楽
を 
証
す
可
し
。 
(
同
前
・
七
頁) 
と
序
題
門
を
結
ぶ
よ
う
に
、
 
二
尊
の
遣
喚
一
致
の
一
行
は
、
こ
の 
有
漏
の
穢
身
を
転
じ
捨
て
、
法
性
常
楽
を
証
す
べ
き
念
仏
往
生
人 
へ
と
変
革
す
る
万
人
救
済
の
法
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
善
導
は
、
二
尊
の
教
勅
に
聞
き
取
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
三
教
相
判
釈
 
善
導
は
、
そ
の
『
観
経
』
の
宗
体
を
「玄
義
分
」
第
三
宗
教
門 
に
お
い
て
、
三
宗
旨
の
不
同
・
教
の
大
小
を
弁
釈
せ
ば
、
維
摩
経
の
如
き 
は
不
思
議
解
脱
を
以
て
宗
と
為
し
、
大
品
経
の
如
き
は
空
慧 
を
以
て
宗
と
為
す
。
此
の
例
ー
に
非
ず
。
今
此
の
観
経
は
即 
観
仏
三
昧
を
以
て
宗
と
為
し
、
 
亦
念
仏
三
昧
を
以
て
宗
と
為 
す
。
一
心
に
回
願
し
て
浄
土
に
往
生
す
る
を
翳
と
為
す
。
(
同
前
・
ー
ー
頁) 
と
決
定
し
て
い
る
。
文
字
ど
お
り
『
観
経
』
は
、
人
間
に
観
と
そ 
の
成
就
を
明
ら
か
に
す
る
一
経
で
あ
る
。
こ
の
『
観
経
』
に
、
観 
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
二
宗
を
立
て
て
い
る
。
こ
の
二
宗
は
、
決 
し
て
並
列
的
な
、
ま
た
二
者
択
一
的
な
関
係
で
は
な
い
。
二
尊
教 
で
あ
る
『
観
経
』
は
、
観
仏
・
念
仏
両
三
昧
の
二
宗
を
立
て
る
こ 
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
一
経
の
一
宗
が
明
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
そ
の
一
宗
、
南
無
阿
弥
陀
仏
は
、
念
念
相
続
し
て
畢
念
を
期
と
為
る
者
は
、
十
即
十
な
が
ら
生 
じ
、
百
即
百
生
す
。
何
を
以
て
の
故
に
、
外
の
雑
縁
無
く
、
 
正
念
を
得
る
が
故
に
。
仏
の
本
願
と
相
応
す
る
こ
と
を
得
る
43
が
故
に
。
教
に
違
せ
ざ
る
が
故
に
。
仏
語
に
随
順
す
る
が
故 
に
。 
(
往
生
礼
讃
・
ニ
ハ
ー
ー
ー
六
二
頁)
⑪
と
証
言
さ
れ
る
「
一
行
三
昧
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
く
ま 
で
も
「
一
心
回
願
往
生
浄
土
」
と
い
う
一
体
、
す
な
わ
ち
願
生
浄 
土
の
歩
み
に
お
い
て
領
受
さ
れ
る
事
柄
で
あ
っ
た
。
 
善
導
は
、
こ
の
二
尊
教
の
宗
体
の
決
定
の
も
と
に
、
 
教
の
大
小
と
言
う
は
、
問
う
て
日
く
。
此
の
経
は
二
蔵
の
中 
に
は
何
れ
の
蔵
に
摂
し
、
二
教
の
中
に
は
何
れ
の
教
に
か
収 
む
る
。
答
え
て
日
く
。
今
此
の
観
経
は
菩
薩
の
蔵
に
収
む
、
 
頓
教
の
摂
な
り
。 
(
玄
義
分1
ー
 
ー 
ー
ニ
頁) 
と
教
相
を
判
釈
し
て
く
る
。
こ
の
簡
明
直
截
な
決
判
は
、
先
の
宗 
体
の
確
認
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
決
し
て
、
他
経
と
の
比
較 
に
よ
っ
て
教
理
的
優
劣
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
二
尊
教
の 
二
宗
一
体
は
、
人
間
の
宗
体
と
し
て
人
間
を
覚
醒
す
る
一
宗
一
体 
で
あ
る
。
そ
の
一
宗
一
体' 
す
な
わ
ち
念
仏
往
生
道
を
人
間
に
教 
勅
す
る
「
今
此
の
観
経
は
菩
薩
の
蔵
に
収
む
、
頓
教
の
摂
な
り
」
 
と
判
釈
す
る
。
そ
れ
は
、
行
証
の
事
実
と
し
て
の
決
定
で
あ
る
。
 
『
般
舟
讃
』
で
は' 
讃
偈
の
形
態
を
取
り
な
が
ら
次
の
よ
う
に
展
⑫
開
し
て
い
る
。
三
界
六
道
は
苦
に
し
て
停
ま
り
難
し
、
曠
劫
已
来
常
に
没
没 
た
り
、
到
る
処
に
唯
生
死
の
聲
を
聞
く
、
釈
迦
如
来
の
真
報
土
は
、
清
浄
荘
厳
の
無
勝
是
れ
な
り
、
娑
婆
を
度
せ
ん
が
為 
に
化
を
分
か
ち
て
入
り
て
、
ハ
相
成
仏
し
て
衆
生
を
度
し
た 
ま
う
、 
或
は
人
天
二
乗
の
法
を
説
き
、
或
は
菩
薩
涅
槃
の
因 
を
説
く
、
或
は
漸
或
は
頓
空
有
を
明
し
て' 
人
法
二
障
雙
べ 
て
除
か
遣
む
、
根
性
利
な
る
者
は
皆
益
を
蒙
む
る
、
鈍
根
無 
智
は
開
悟
し
難
し
、
嬰
珞
経
の
中
に
漸
教
を
説
く
、
万
劫
修 
功
に
し
て
不
退
を
証
す
と
、
観
経
弥
陀
経
等
を
説
く
は
、
即 
ち
是
れ
頓
教
菩
提
蔵
な
り' 
一
日
七
日
専
ら
仏
を
称
す
れ
ば
、
 
命
断
し
て
須
臾
に
安
楽
に
生
ず
、
一
た
び
弥
陀
涅
槃
国
に
入 
り
ぬ
れ
ば
、
即
ち
不
退
を
得
て
無
生
を
証
す
。
(
般
舟
讃
・
ニ
ニ
九
—
二
三
〇
頁) 
ま
ず
釈
尊
の
一
代
所
説
を
「
人
・
天
・
二
乗
法
」
(
声
聞
蔵)
と 
「
菩
薩
涅
槃
因
」
(
菩
薩
蔵)
の
五
乗
と
二
蔵
で
尽
く
し
、
さ
ら
に 
そ
れ
を
「
漸
・
頓
」
の
二
教
で
総
括
す
る
。
そ
し
て
、
「
根
性
利
な 
る
者
は
皆
な
益
を
蒙
む
る
ヽ
鈍
根
無
智
は
開
悟
し
難
し
」
と
述
べ 
っ
つ
も
、
そ
の
全
体
を
『
菩
薩)1
珞
本
業
経
』
一
経
に
統
摂
し'
⑬
 
砂 
「娑
婆
の
証
法
忍
を
待
」
つ
「
門
門
不
同
」
の
「
漸
教
」
と
断
定 
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
掲
げ
ら
れ
た
理
念
は
菩
薩
蔵
・
頓
教
で
あ
ろ 
う
と
も
機
の
利
鈍
、
修
道
の
成
不
成
を
問
わ
ず
、
事
実
は
「
万
劫 
修
功
に
し
て
不
退
を
証
す
」
歴
劫
迂
回
の
教
だ
か
ら
で
あ
る
と
言 
い
切
る
。
そ
し
て
そ
の
言
下
に
、
「
観
経
弥
陀
経
等
説
・
即
是
頓
44
教
菩
提
蔵
」
と
決
判
す
る
。
す
な
わ
ち
専
称
仏
名
は
、
須
臾
に
無 
為
涅
槃
界
の
浄
土
に
生
れ
、
「
即
ち
不
退
を
得
て
無
生
を
証
す
」 
一
切
衆
生
の
速
疾
頓
成
の
菩
提
の
法
蔵
で
あ
る
と
、
善
導
は
決
定 
し
て
い
る
。
具
現
す
る
「菩
薩
蔵
」
と
は
、
行
証
の
事
実
と
し
て
「頓
教
」 
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば' 
声
聞
蔵
と
の
対
立
概
念
か
、
ま
た 
は
教
理
的
理
念
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
の
「頓
教
」
と
は
、
一
切 
衆
生
を
無
上
菩
提
に
必
至
す
る
「
菩
提
蔵
」
で
あ
る
。
そ
う
で
な 
け
れ
ば
、
人
間
の
刹
那
的
要
求
の
虚
構
で
あ
っ
て
、
衆
生
の
存
在 
性
の
課
題
に
応
え
る
大
乗
仏
道
の
関
心
事
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と 
を
、
善
導
は
教
相
判
釈
に
お
い
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
四
仏
道
史
観
善
導
は
、
『
観
経
』
二
尊
教
の
仏
道
に
お
け
る
位
置
を
ど
の
よ
う 
に
見
究
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
既
述
の
よ
う
に' 
第
一
序
題 
門
は
、
序
・
正
・
流
通
の
展
開
に
し
た
が
い
『
観
経
』
一
経
を
総 
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
題
門
の
構
成
を
起
点
と
し
て
、
 
『
観
経
』
序
分
の
化
前
序
設
立
の
意
義
を
窺
い
、
そ
こ
に
善
導
の 
仏
道
領
解
を
尋
ね
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
第
一
に
先
ず
序
題
を
標
す
と
は
、
竊
か
に
以
み
れ
ば
真
如
広 
大
な
り
。
五
乗
其
の
辺
を
測
ら
ず
。
法
性
深
広
な
り
。
十
聖
も
其
の
際
を
窮
む
る
こ
と
莫
し
。 
(
玄
義
分
・
五
頁) 
善
導
は
、
序
題
門
を
真
如
法
性
と
い
う
こ
と
か
ら
起
筆
す
る
。
 
そ
し
て' 
そ
こ
で
随
縁
・
不
変
に
し
て
、
平
等
に
円
満
す
る.
寂
用 
湛
然
な
真
如
法
性
を
仰
い
で
い
る
。
こ
の
冒
頭
の
疏
文
は
、
 
唯
勤
心
に
法
に
奉
え
て
畢
命
を
期
と
為
し
て' 
此
の
穢
身
を 
捨
て
て
即
ち
彼
の
法
性
の
常
楽
を
証
す
可
し
。
 
(
前
掲) 
と
い
う
序
題
門
の
結
び
と
呼
応
し
つ
つ
、
竊
か
に
以
み
れ
ば
真
宗
遇
い
叵
く
、
浄
土
の
要
逢
い
難
し
。
 
五
趣
を
し
て
斉
し
く
是
を
生
ぜ
使
め
ん
と
欲
す
。
以
て
勧
め 
て
後
代
に
聞
か
し
む
。
 
(
散
善
義1
二
七
—
ニ
ー
ハ
頁) 
と
い
う
『
観
経
疏
』
全
体
の
結
び
と
も
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
善
導
は
、
序
題
の
一
門
を
表
わ
す
に
あ
た
っ
て
始
終
、
真
如
法
性 
を
「
竊
か
に
以
み
」
な
が
ら
叙
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
善
導
は
、
 
『
観
経
』
を
無
始
時
来
よ
り
常
没
流
転
し
、
現
実
と
し
て
真
如
と 
断
絶
し
た
存
在
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
衆
生
を
し
て
、
「
法
性
真 
⑮
如
海
」
へ
と
帰
入
さ
せ
る
有
縁
の
一
経
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ 
に
よ
り
真
如
法
性
そ
れ
自
体
が
満
足
成
就
す
る
一
経
で
あ
る
と
頷 
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
確
信
の
も
と
に
序
題
門
で
は
、
釈
迦
の
出
興
と
一
代
教
開 
設
の
意
義
を
語
る
こ
と
を
通
し
て
、
浄
土
教
興
起
の
必
然
性
が
確 
か
め
ら
れ
て
く
る
。
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迷
の
性
隔
、
楽
欲
の
不
同
を
謂
わ
ず
、
一
実
の
機
無
し
と 
雖
も
等
し
く
五
乗
の
用
有
れ
ば
、
慈
雲
を
三
界
に
布
き
、
法 
雨
大
悲
を
注
が
使
む
る
こ
と
を
致
す
。
等
し
く
塵
労
を
洽
し 
て
普
く
未
聞
の
益
を
沾
さ
ず
と
い
う
こ
と
莫
し
。
菩
提
の
種 
子
此
に
籍
り
て
以
て
心
を
抽
き
て
、
正
覚
の
芽
念
念
に
茲
に 
因
り
て
増
長
す
。
心
に
依
り
て
勝
行
を
起
こ
す' 
門
ハ
万
四 
千
に
余
れ
り
、
漸
頓
則
ち
各
々
所
宜
に
称
え
り
、
縁
に
随
う 
者
は
則
ち
皆
解
脱
を
蒙
む
る
。
 
(
玄
義
分
・
六
頁) 
こ
れ
が
、
『
観
経
』
序
分
の
化
前
序
と
対
応
す
る
箇
所
で
あ
る
。
っ 
づ
く
序
題
門
で
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
発
起
序
が
韋
提
の
別
選 
に
集
約
さ
れ
、
正
宗
分
が
教
主
釈
尊
に
よ
っ
て
広
開
さ
れ
た
浄
土 
の
要
門
と
、
顕
彰
さ
れ
る
救
主
弥
陀
の
弘
願
を
内
容
と
す
る
と
言 
及
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
序
題
門
の
構
成
か
ら
す
れ
ば' 
化
前
序
の 
教
意
を
表
わ
す
こ
の
箇
所
は
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
。
『
観
経
』 
二
尊
教
の
仏
道
に
お
け
る
位
置
が
、
化
前
序
の
精
神
に
お
い
て
見 
据
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
序
分
の
科
文
が 
留
意
さ
れ
る
。
「序
分
義
」
で
は
、
ま
ず
『
観
経
』
の
全
体
を
序
分
・
正
宗
分 
-
得
益
分
，
流
通
分
・
耆
闍
分
の
五
門
に
料
簡
し
、
王
宮
と
耆
闍 
の
二
会
に
亘
る
一
経
両
会
の
経
説
で
あ
る
と
確
か
め
、
 
上
来
に
五
義
の
不
同
有
り
と
雖
も
、
略
し
て
序
正
流
通
の
義
を
料
簡
し
竟
り
ぬ
。 
(
序
分
義
・
四
四
頁)
⑯
 
と
帰
結
し
て
い
る
。
善
導
は
、
こ
の
五
門
料
簡
に
よ
っ
て
、
は
じ 
め
て
『
観
経
』
の
序
・
正
・
流
通
の
義
が
明
ら
か
に
な
る
と
了
解 
し
て
い
る
。
そ
し
て
序
分
を
、
前
の
序
の
中
に
就
い
て
、
復
分
か
ち
て
ニ
と
為
す
。
一
「如 
是
我
聞
」
と
い
う
従
り
ー
句
を
、
名
づ
け
て
証
信
序
と
為
す
。
 
二
「
一
時
」
と
い
う
従
り
下
「
云
何
見
極
楽
世
界
」
に
至
る 
已
来
は
、
正
し
く
発
起
序
を
明
す
。
 
(
同
前) 
と
分
科
す
る
。
一
般
的
に
序
分
の
科
文
は
、
冒
頭
の
六
事
成
就 
(
聞
・
信
・
時
・
主
・
処
・
衆)
が
証
信
序
に
配
当
さ
れ
、
そ
れ 
以
降
が
発
起
序
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
善
導
は
、
「
如
是
我
聞
」 
の
一
句
の
み
を
証
信
序
と
決
定
す
る
。
経
典
成
立
の
基
盤
は
「如 
是
我
聞
」
と
い
う
証
信
、
「能
説
の
人
…
教
主
」(
如
是)
と
「能 
聴
の
人
…
阿
難
」(
我
聞)
と
の
機
教
相
応
の
事
実
に
あ
る
。
「如 
是
我
聞
」
と
は
、
仏
説
の
帰
趣
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
「能 
聴
能
持
」
し
て
末
代
に
伝
持
，
証
誠
す
る
仏
弟
子
誕
生
の
源
泉
で 
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
証
信
序
の
意
義
を
押
え' 
発
起
序
を
、
 
二
発
起
序
の
中
に
就
い
て
、
細
し
く
分
か
ち
て
七
と
為
す
。
 
初
め
(
乃
至)
化
の
前
序
を
明
す
。
二
(
乃
至)
正
し
く
発
起 
序
の
禁
父
の
縁
を
明
す
。
三
(
乃
至)
禁
母
の
縁
を
明
す
。
四 
(
乃
至)
厭
苦
縁
を
明
す
。
五
(
乃
至)
其
の
欣
浄
の
縁
を
明
す
。
46
六
(
乃
至)
散
善
顕
行
縁
を
明
す
。
七
(
乃
至)
正
し
く
定
善
示 
観
縁
を
明
す
。
上
来
に
七
段
の
不
同
有
り
と
雖
も
、
広
く
発 
起
序
を
料
簡
し
竟
り
ぬ
。
 
(
同
前-
四
六
—
四
七
頁) 
と
七
段
に
細
分
す
る
。
善
導
は
、
「
如
是
我
聞
」
以
下
の
四
成
就
に 
相
当
す
る
箇
所
を
、
発
起
序
で
あ
り
つ
つ
化
前
序
と
分
科
し
、
こ 
の
一
段
に
「
一
実
の
機
無
し
と
雖
も
等
し
く
五
乗
の
用
有
れ
ば
」 
と
開
示
さ
れ
た
八
万
四
千
の
漸
頓
諸
教
を
統
摂
し
て
い
る
。
つ
ま 
り
『
観
経
』
は
、
然
る
に
衆
生
障
り
重
く
し
て
悟
り
を
取
る
者
明
ら
め
難
し
。
 
教
益
多
門
な
る
可
し
と
雖
も
、
凡
惑
遍
く
攬
る
に
由
無
し
。
 
(
乃
至)
又
仏
の
密
意
弘
深
に
し
て
教
門
に
て
は
暁
り
難
し
。
 
三
賢
十
聖
も
測
り
て
闕
う
所
に
弗
ず
、
況
や
我
信
外
の
軽
毛 
な
り
、
敢
え
て
旨
趣
を
知
ら
ん
や
。
(
玄
義
分
・
六
一
七
頁) 
と
い
う
事
実
の
も
と'
「
門
門
不
同
」
の 
一  
代
仏
教
を
背
景
と
し 
て
、
そ
れ
を
ま
さ
し
く
総
結
す
る
一
経
で
あ
る
と
見
定
め
て
い
る
。
 
だ
か
ら
善
導
は
、
一
代
仏
教
を
お
さ
め
た
こ
の
一
段
を
、
発
起
序 
六
縁
に
先
立
つ
教
化
以
前
の
序
と
位
置
付
け
つ
つ
、
王
舎
城
の
悲 
劇
を
主
軸
に
展
開
し
て
い
く
発
起
序
七
縁
の
起
点
と
す
る
。
そ
し 
て
、
序
分
を
分
科
し
て
は
、
二
序
七
縁
で
あ
る
と
同
時
に
、
 
初
め
に
証
信
序
を
明
し' 
次
に
化
前
序
を
明
し
、
後
に
発
起
序
を
明
す
。
上
来
三
序
の
不
同
有
り
と
雖
も
総
じ
て
序
分
を 
明
し
竟
り
ぬ
。 
(
序
分
義
，
一
〇
四
頁) 
と
三
序
六
縁
と
も
料
簡
す
る
。
こ
の
重
層
的
な
序
分
の
科
文
は
、
 
釈
尊
の
一
代
教
開
設
の
意
義
と
、
浄
土
教
興
起
の
必
然
性
を
『
観 
経
』
の
経
説
に
聞
き
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
 
仏
滅
後
の
末
法
五
濁
に
お
け
る
機
教
相
応
の
事
実
に
裏
打
ち
さ
れ 
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
事
柄
が
、
先
の
化
前
序
に
対
応
す
る
序
題
門
の
疏
文
に 
集
約
さ
れ
て
い
る
。
善
導
は
、
『
観
経
』
二
尊
教
が
一
代
仏
教
を
総 
結
す
る
位
置
に
あ
る
こ
と
を
見
究
め
た
。
そ
の
思
索
の
表
現
が
、 
化
前
序
と
い
う
科
文
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
善
導
の
仏
道
領 
解
の
視
座
に
は
、
仏
法
が
末
法
五
濁
を
生
死
す
る
自
身
に
本
願
の 
救
済
と
し
て
現
成
し
た
事
実
、
す
な
わ
ち
回
心
を
基
点
と
す
る
仏 
教
の
歴
史
観
が
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は' 
証
信
序
の 
「如
是
」
の
三
釈
で
あ
る
。
①
又
如
是
と
言
う
は
、
即
ち
法
を
指
す
。
定
散
両
門
な
り
。
 
是
即
ち
定
ま
れ
る
辞
な
り
。
機
行
じ
て
必
ず
益
す
る
こ
と
を
。
 
此
は
如
来
の
所
説
の
言
錯
謬
無
き
こ
と
を
明
す
。
故
に
如
是 
と
名
づ
く
。②
V
如
と
言
う
は
、
衆
生
の
意
の
如
し
。
心
の 
所
楽
に
随
い
て
仏
即
ち
之
を
度
し
た
ま
う
に
、
機
教
相
応
す 
る
を' 
復
称
し
て
是
と
為
す
。
故
に
如
是
と
言
う
。③
又
如
47
是
と
言
う
は
、
如
来
の
所
説
、
漸
を
説
く
こ
と
漸
の
如
く
、
 
頓
を
説
く
こ
と
頓
の
如
く
、
相
を
説
く
こ
と
相
の
如
し
、
空 
を
説
く
こ
と
空
の
如
し
、(
乃
至)
一
切
の
諸
法
の
千
差
万
別 
な
る
を
説
き
た
ま
う
、
 
如
来
観
知
し
て
歴
歴
了
然
な
る
こ
と 
を
明
さ
ん
と
欲
す
。
心
に
随
い
て
行
を
起
こ
す
に
、
各
益
す 
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
、
業
果
法
然
と
し
て
、
衆
べ
て
錯
失
無 
し
、
又
称
し
て
是
と
為
す
。
故
に
如
是
と
言
う
。
(
記
号
付
記
筆
者
・
同
前
・
四
四
—
四
五
頁) 
従
来
こ
の
三
釈
は
、①
顕
説
(
要
門)
，②
隠
意
(
弘
願)
，③
一
 
代
仏
教
(
諸
教)
に
約
し
て
了
解
さ
れ
る
が
、
今
そ
れ
に
し
た
が 
う
な
ら
ば
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
要
門/
弘
願
—
”諸
教
と
次
第
す 
る
展
開
で
あ
る
。
そ
の
展
開
に
窺
知
さ
れ
る
こ
と
は
、
善
導
は
教 
主
釈
尊
が
広
開
し
た
浄
土
の
要
門
を
正
説
と
す
る
『
観
経
』
を
聞 
思
す
る
歩
み
に
お
い
て
、
救
主
弥
陀
の
弘
願
に
触
れ
た
。
そ
の
と 
き
は
じ
め
て
、
釈
尊
の
一
代
諸
教
が
諸
教
と
し
て
の
意
義
を
も
つ 
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
推
し
て
い
え
ば
、
自
身
に
至
る
ま
で
の 
仏
道
の
歴
史
的
展
開
が
、
弥
陀
の
大
悲
弘
願
を
根
幹
と
す
る
本
願 
流
伝
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
頷
か
れ
た
の
で
あ
る
。
仏
道
の
根
源
か 
ら
流
行
す
る
本
願
念
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
へ 
の
開
眼
の
披
瀝
こ
そ
、
「
我
依
菩
薩
蔵
頓
教
一
乗
海
」
と
い
う
表
白 
で
あ
ろ
う
。
五
人
間
観
と
し
て
の
二
乗
種
不
生
論
 
善
導
は
、
弘
願
の
一
乗
を
「
一
乗
海
」
と
表
現
す
る
。
そ
の
具 
体
性
、
殊
に
「
海
」
の
内
実
を
、
「
玄
義
分
」
第
六
経
論
和
会
門
で 
提
起
さ
れ
た
二
乗
種
不
生
論
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
 
す
で
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
曇
鸞
が
『
浄
土
論
註
』
で
明
確
に 
解
答
し
て
い
る
が
、
そ
の
領
解
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が
ら
善
導
は 
改
め
て
問
い
直
し
て
い
る
。
こ
の
課
題
の
前
景
に
は' 
二
乗
の
浄 
土
来
生
を
説
く
『
大
経
』
・
『
観
経
』
等
が
世
親
の
『
浄
土
論
』
大 
義
門
功
徳
に
矛
盾
す
る
と
主
張
し
た
論
難
や
、
逆
に
古
今
の
諸
師 
に
よ
っ
て
試
み
ら
れ
た
経
論
の
会
通
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
論
議 
を
凝
視
し
つ
つ
、
善
導
は
全
く
異
質
の
視
点
か
ら
会
通
二
乗
種
不 
生
を
課
題
化
し
て
い
る
。
ま
ず
そ
こ
で
は
、
 
二
乗
種
不
生
の
義
を
会
通
す
と
は
、
問
う
て
日
く
。
弥
陀
の 
浄
国
は
は
た
是
れ
報
な
り
と
せ
む
や
、
是
れ
化
な
り
と
せ
む 
や
。
答
え
て
日
く
。
是
れ
報
に
し
て
化
に
非
ず
。
(
玄
義
分
・
三
二
頁) 
と
「
是
報
非
化
」
と
い
う
決
定
か
ら
論
及
を
は
じ
め
る
。
こ
こ
で 
の
論
点
は
、
阿
弥
陀
仏
と
は
衆
生
に
い
か
な
る
本
尊
と
現
行
し
、
 
そ
の
浄
土
は
い
か
な
る
境
界
と
し
て
開
示
さ
れ
て
あ
る
の
か
と
い 
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
阿
弥
陀
の
具
体
的
事
行
と
浄
土
の
力
48
用
と
の
確
認
で
あ
る
。
そ
れ
さ
え
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
論
難
等
は 
問
題
と
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
善
導
の
姿
勢
で
あ
る
。
決
し
て
、
 
法
・
報
・
化
を
高
低
の
範
疇
で
捉
え' 
そ
の
超
勝
性
を
弁
証
し
よ 
う
と
す
る
の
で
も' 
ま
た
他
の
諸
仏
の
浄
土
と
比
較
し
て
優
越
性 
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
の
で
も
な
い
。
逆
に
善
導
は
、 
そ
の
よ
う 
な
関
心
の
も
と
に
論
議
さ
れ
る
仏
身
仏
土
論
の
質
的
不
毛
性
を
こ 
そ
、
問
題
と
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
善
導
は
、
「是 
報
非
化
」
の
得
知
の
教
証
と
し
て
『
大
乗
同
性
経
』
・
『
無
量
寿
経
』 
・
『
観
経
』
を
取
意
引
用
す
る
。
そ
の
軸
は
次
の
経
説
で
あ
る
。
 
無
量
寿
経
に
云
く
。
法
蔵
比
丘
、
世
饒
王
仏
の
所
に
在
し
て
、
 
菩
薩
の
道
を
行
じ
た
ま
い
し
時
、
四
十
八
願
を
発
し
き
。
ー
 
ー
に
願
じ
て
言
わ
く'
若
し
我
仏
を
得
ん
に
、
十
方
の
衆
生 
我
が
名
号
を
称
し
て
、
我
国
に
生
れ
ん
と
願
じ
て' 
下
十
念 
に
至
り
て
、
若
し
生
れ
ず
ば
、
正
覚
を
取
ら
じ
と
い
え
り
。
 
今
既
に
仏
に
成
り
た
ま
え
り
。
即
ち
是
れ
酬
因
の
身
な
り
。
 
(
乃
至)
今
彼
の
弥
陀
現
に
是
れ
報
な
り
。
(
同
前
・
三
二
—
三
三
頁) 
善
導
の
決
定
根
拠
は
、
法
蔵
因
位
の
願
心
と
そ
の
願
成
就
に
あ
る
。
 
本
願
成
就
と
は
、
 
自
身
が
今
現
に
こ
の
よ
う
に
念
仏
者
と
し
て
誕 
生
し
た
と
い
う
事
実
以
外
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
事 
実
こ
そ
が
、
「
今
既
に
仏
に
成
り
た
ま
え
り
即
ち
是
れ
酬
因
の
身
な
り
」
と
い
う
こ
と
の
唯
一
無
二
の
証
明
根
拠
で
あ
る
。
こ
の
確 
証
の
も
と
に
、
諸
師
が
阿
弥
陀
の
仏
身
仏
土
を
規
定
す
る
論
拠
と 
し
た
『
観
音
授
記
経
』
の
弥
陀
入
滅
説
を
取
り
上
げ
る
。
善
導
は 
い
う
。入
不
入
の
義
は
唯
是
れ
諸
仏
の
境
界
な
り
、
尚
し
三
乗
の
浅 
智
の
闕
う
所
に
非
ず' 
豈
に
況
や
小
凡
輒
す
く
能
く
知
ら
ん 
や
。
然
り
と
雖
も
必
ず
知
ら
ん
と
欲
わ
ば
、
敢
え
て
仏
経
を 
引
い
て
以
て
明
証
と
為
さ
ん
。
何
ん
と
な
ら
ば
、
大
品
経
の 
涅
槃
非
化
品
の
中
に
説
い
て
云
う
が
如
し
。
(
同
前-
三
三
頁) 
善
導
は' 
唯
仏
与
仏
の
境
界
で
あ
る
入
・
不
入
の
義
を
、
未
覚
者 
が
思
慮
分
別
し
て
い
く
こ
と
の
顚
倒
性
と
虚
妄
性
を
指
摘
し
、
仏 
説
を
明
証
と
し
て
批
判
的
に
応
答
し
て
い
く
。
引
証
さ
れ
た
『
大 
品
般
若
経
』
「
涅
槃
非
化
品
」
は
、
 
仏
須
菩
提
に
告
げ
た
ま
わ
く
。,
汝
が
意
に
於
て
云
何
ぞ
。
若 
し
化
人
有
り
て
化
人
を
作
す
、
是
の
化
に
頗
る
実
事
有
り
て
、
 
空
な
る
者
に
不
ら
ず
や
不
や
。
須
菩
提
の
言
さ
く
、
不
や
、
 
世
尊
。 
(
同
前
・
三
三
丄
ー
ー
四
頁) 
と
い
う
問
答
に
は
じ
ま
り
、
如
化
と
非
化
に
つ
い
て
詳
説
さ
れ
、
 
云
何
ぞ
涅
槃
の
一
法
化
の
如
く
に
は
非
ざ
る
や
。
仏
須
菩
提 
に
告
げ
た
ま
わ
く
。
是
の
如
し
是
の
如
し
、
諸
法
は
平
等
に
49
し
て
声
聞
の
所
作
に
非
ず
、
乃
至
性
空
即
ち
是
れ
涅
槃
な
り
。
 
若
し
新
発
意
の
菩
薩
、
聞
き
て
是
の
一
切
の
法
皆
畢
竟
じ
て 
性
空
な
り
、
乃
至
涅
槃
も
亦
皆
化
の
如
し
と
い
わ
ば
、
心
則 
ち
驚
怖
し
な
ん
。
是
の
新
発
意
の
菩
薩
の
為
の
故
に
、
生
滅 
す
る
者
は
化
の
如
し
、
不
生
不
滅
の
者
は
化
の
如
く
な
ら
ず 
と
分
別
す
る
な
り
や
。 
(
同
前
・
三
五
頁) 
と
結
ば
れ
て
い
く
。
こ
の
引
用
意
趣
に
つ
い
て
は
様
々
な
視
点
か 
甥 
ら
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
人
間
が
「
誑
相
な
き
涅
槃
」
を 
予
定
概
念
で
固
定
的
に
把
握
し
て
い
く
こ
と
へ
の
批
判
で
あ
り
、
 
そ
の
涅
槃
へ
の
入
・
不
入
が
化
仏
・
化
土
と
規
定
す
る
論
拠
と
は 
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
問
題
は
、
阿
弥
陀
に
「頗
る
実 
事
」
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
こ
と 
を
善
導
は
、
念
仏
往
生
人
と
し
て
覚
醒
さ
れ
た
事
実
に
立
っ
て
再 
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。
今
既
に
斯
の
聖
教
を
以
て
験
ら
か
に
知
り
ぬ
、
弥
陀
は
定
め 
て
是
れ
報
な
り
と
い
う
な
り
。
縦
使
後
に
涅
槃
に
入
る
と
も 
其
の
義
妨
げ
無
し
。
諸
の
有
智
の
者
の
応
に
知
り
ぬ
べ
し
。
(
同
前-
三
五-
三
六) 
こ
れ
を
承
け
て' 
善
導
は
さ
ら
に
展
開
し
て
い
く
。
 
問
う
て
日
く
。
彼
の
仏
及
び
土'
既
に
報
と
言
う
は
、
報
法 
高
妙
に
し
て' 
小
聖
は
階
い
難
し
、
垢
障
の
凡
夫
云
何
ぞ
入
る
こ
と
を
得
ん
。
答
え
て
日
く
。
若
し
衆
生
の
垢
障
を
論
ず 
れ
ば
実
に
欣
趣
し
難
し
。
正
し
く
仏
願
に
託
し
て
由
り
て
以 
て
強
縁
と
作
る
に
、
五
乗
斉
し
く
入
ら
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
(
同
前
・
三
六
頁) 
衆
生
の
垢
障
を
問
題
と
し
て
、
高
妙
な
報
仏
土
へ
の
入
報
を
疑
問 
視
す
る
問
い
。
あ
る
意
味
で
常
識
的
な
そ
の
疑
問
に
、
 
善
導
が
見 
取
っ
て
い
る
も
の
は
、
入
報
に
つ
い
て
未
覚
者
が
未
覚
者
を
選
ぶ 
と
い
う
問
い
の
質
で
あ
る
。
善
導
は
、
そ
の
疑
念
に
対
し
て
全
く 
別
な
逆
の
視
点
か
ら
応
答
す
る
。
仏
願
に
乗
託
す
る
こ
と
を
強
縁 
と
す
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
「
五
乗
斉
し
く
入
ら
し
む
る
こ 
と
を
致
す
」
、
そ
れ
が
阿
弥
陀
の
浄
土
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
願 
酬
報
の
報
仏
報
土
で
あ
る
と
。
「
乗
彼
願
力
」
と
い
う
目
覚
め
、
 
す
な
わ
ち
回
心
に
お
い
て
五
乗(
菩
薩
・
声
聞
・
縁
覚
・
天
・
人) 
が
五
乗
と
し
て
、
皆
同
じ
く
斉
し
く'
平
等
に
眷
属
と
し
て
浄
土 
に
往
生
す
る
。
そ
れ
が
『
法
事
讃
』
で
、 
其
の
国
清
浄
に
し
て
、
四
徳
荘
厳
を
具
せ
り
、
永
く
譏
嫌
を 
絶
ち
て
、
等
し
く
し
て
憂
悩
無
し
。
人
天
善
悪
、
皆
往
生
を 
得
て
、
彼
に
到
り
ぬ
れ
ば
殊
無
し
、
斉
同
に
不
退
な
り
。
何 
に
意
を
然
る
と
な
ら
ば
、
乃
ち
弥
陀
の
因
地
に
、
世
饒
王
仏 
の
所
に
し
て
、
位
を
捨
て
家
を
出
て
、
即
ち
悲
智
の
心
広
弘 
の
四
十
八
願
を
起
こ
す
、
仏
の
願
力
を
以
て
、
五
逆
と
十
悪
50
と
、
罪
滅
し
て
生
ま
る
る
こ
と
を
得
、
謗
法
と
闡
提
と
、
回 
心
し
て
皆
往
く
に
由
り
て
な
り
。 
(
法
事
議
・
ニ
ニ
頁) 
と
ま
で
明
言
さ
れ
て
く
る
「
一
乗
海
」
の
具
体
性
で
あ
る
。
 
以
上
の
確
認
を
踏
ま
え
、
善
導
は
大
義
門
功
徳
の
「
女
人
及
根 
欠
ニ
乗
種
不
生
」
の
偈
頌
を
提
示
し
て
く
る
。
古
今
の
諸
師
は
、
 
臨
命
終
時
の
発
菩
提
心
を
必
須
条
件
と
し
て
『
論
』
は
定
性
の
二 
乗
、
『
経
』
の
中
輩
は
不
定
性
の
二
乗
と
区
別
し
て
会
通
し
た
。
し 
か
し
そ
れ
は
、
二
乗
は
浄
土
に
生
じ
な
い
と
い
う
論
難
と
同
質
で 
あ
っ
て
、
い
え
ば
経
論
の
会
通
で
は
な
く
、
論
難
と
の
会
通
で
あ 
っ
た
。
善
導
に
は
、
「
女
人
及
び
根
缺
と
二
乗
の
種
」
を
あ
る
特
定 
の
存
在
と
実
体
的
に
想
定
し
、
そ
の
往
生
の
資
格
を
条
件
付
け
る 
と
い
う
関
心
は
な
い
。
逆
に
こ
の
よ
う
な
人
間
関
心
が' 
無
化
さ 
れ
て
い
く
境
界
と
し
て
「
五
乗
斉
入
」
と
頷
か
れ
た
阿
弥
陀
の
浄 
土
を
尋
ね
て
い
る
。
善
導
は
諸
師
に
問
う
。
子
但
其
の
文
を
誦
し
て
理
を
關
わ
ず
、
況
や
加
す
る
に
封
拙 
を
以
て
迷
い
を
懐
い
て
、
啓
悟
す
る
に
由
無
し
。
今
仏
教
を 
引
い
て
以
て
明
証
と
為
し
て
汝
が
疑
情
を
却
け
ん
。
何
と
な 
れ
ば
、
即
ち
観
経
の
下
輩
の
三
人
是
れ
な
り
。
(
玄
義
分
・
三
六
頁) 
こ
れ
は
、
自
明
化
さ
れ
た
予
定
観
念
を
も
っ
て
主
張
す
る
論
難
へ 
の
厳
格
な
批
判
、
と
い
う
よ
り
も
『
論
』
を
手
掛
り
に
「満
足
大
㉖
 
㉗
悲
の
人
」
の
「
実
語
」
を
是
非
す
る
人
間
の
、
理
知
的
な
解
釈
基 
盤
そ
の
も
の
を
問
い
質
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
善
導 
は
、
明
証
と
し
て
『
観
経
』
下
輩
の
下
上
品
を
取
意
引
用
す
る
。
 
或
は
衆
生
有
り
て
、
多
く
悪
法
を
造
り
て
慙
愧
有
る
こ
と
無 
し
。
此
の
如
き
の
愚
人
命
欲
終
の
時
、
善
知
識
の
為
に
大
乗 
を
説
き
、
教
え
て
阿
弥
陀
仏
を
称
せ
令
る
に
遇
わ
ん
。
仏
を 
称
す
る
時
に
当
り
て
、
化
仏
菩
薩
現
じ
て
其
の
前
に
在
し
て
、
 
金
光
華
蓋
迎
え
て
彼
の
土
に
還
え
る
。
華
開
已
り
て
後
、
観 
音
為
に
大
乗
を
説
き
た
ま
う
に
、
此
の
人
聞
き
已
り
て
即
ち 
無
上
道
心
を
発
す
と
。
 
(
同
前
・
三
六
—
三
七
頁) 
こ
の
経
説
に
も
と
づ
き
、
『
論
』
の
「
種
」
と
は
「
心
」
で
あ
る
と 
義
を
押
さ
え
、
以
下
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
論
及
す
る
。
衆
悪 
を
多
造
し
て
慙
愧
な
き
愚
人
も
、
浄
土
に
生
れ
華
開
す
れ
ば
身
器 
清
浄
で
あ
っ
て
、
教
に
遇
い
聞
法
す
れ
ば
大
小
を
簡
ば
ず
信
を
生 
じ
る
。
そ
の
た
め
観
音
は
簡
ん
で
大
乗
を
説
く
。
そ
れ
に
よ
り
大 
，
小
不
定
の
遇
悪
の
凡
夫
人
も
、
聞
法
に
お
い
て
無
上
道
心
を
発 
起
(
"
大
乗
種
生2
大
乗
心
生)
す
る
。
も
し
観
音
が
小
乗
を
説 
く
な
ら
、
二
乗
種
を
生
じ
る(
"
二
乗
心
生)
で
あ
ろ
う
。
し
か 
し
、
大
乗
善
根
界
の
浄
土
は' 
真
実
功
徳
の
大
悲
音
声
の
世
界
で 
あ
っ
て
、
仏
道
を
私
有
化
す
る
二
乗
の
心
な
ど
生
起
し
よ
う
の
な 
い
救
済
の
境
界
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
善
導
は
論
証
し
、
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凡
そ
種
と
言
う
は
、
即
ち
是
れ
其
の
心
な
り
。
上
来
に
二
乗 
種
不
生
の
義
解
し
竟
り
ぬ
。
女
人
及
根
缺
の
義
は
、
彼
に
無 
き
が
故
に
、
知
り
ぬ
可
し
。
 
(
同
前'
一
ー
七
頁) 
と
結
論
す
る
。
こ
こ
で
あ
え
て
提
起
し
た
い
こ
と
は
、
な
ぜ
善
導
は
諸
師
が
問 
題
と
し
た
中
輩
で
は
な
く
、
下
輩
の
経
説
を
引
証
し
て
二
乗
種
不 
生
論
を
会
通
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
に
中
輩
に 
つ
い
て
会
通
す
る
が
、
す
で
に
こ
こ
で
「
上
来
に
二
乗
種
不
生
の 
義
解
し
竟
り
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
ま
で 
で
善
導
は
会
通
を
一
度
終
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
っ 
い
て
結
論
的
に
い
え
ば
、
な
ぜ
中
輩
で
は
な
い
の
か
と
い
う
問
い
、
 
そ
れ
自
体
が
問
題
性
を
孕
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
即
断
的
に
二
乗 
種
不
生
論
を
、
九
品
の
中
輩
に
配
当
さ
せ
て
る
意
識
が
問
題
な
の 
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
『
浄
土
論
』
の
「
二
乗
種
不
生
」
と
は
浄 
土
の
性
格
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
種
」
は
「
心
」
で
あ 
る
。
先
の
問
い
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
様
々
な
具
体
的
諸
縁 
の
相
違
に
よ
っ
て
、
人
間
を
分
類
し
序
列
化
し
て
い
く
発
想
で
あ 
る
。
こ
の
こ
と
は
、
九
品
の
階
位
を
ど
の
よ
う
に
了
解
す
る
の
か 
と
い
う
こ
と
に
尺
き
る 
で
あ
ろ
う
。
此
の
観
経
の
定
善
及
び
三
輩
上
下
の
文
の
意
を
看
る
に
、
惣 
じ
て
是
れ
仏
世
を
去
り
て
後
の
五
濁
の
凡
夫
、
但
し
縁
に
遇
う
に
異
有
る
を
以
て
、
九
品
を
し
て
差
別
あ
ら
令
る
こ
と
を 
致
す
。
何
ん
と
な
ら
ば
、
上
品
の
三
人
は
是
遇
大
の
凡
夫
、
 
中
品
の
三
人
は
是
遇
小
の
凡
夫
、
下
品
の
三
人
は
是
遇
悪
の 
凡
夫
な
り
。(
乃
至)
今
の
時
の
善
悪
の
凡
夫
を
し
て
同
じ
く 
九
品
に
沾
さ
使
め
ん
と
欲
す
。
信
を
生
じ
て
疑
い
無
け
れ
ば 
仏
の
願
力
に
乗
じ
て
悉
く
生
ま
る
る
こ
と
を
得
。
(
同
前
・
ニ
四
—
二
五
頁) 
『
観
経
』
の
教
意
に
善
導
は
、
九
品
と
は
遇
縁
の
異
な
り
で
あ
っ 
て
、
総
じ
て
仏
滅
後
の
五
濁
の
凡
夫
で
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。
九 
品
は
、
九
品
と
い
う
各
別
な
遇
縁
の
相
違
は
あ
ろ
う
と
も' 
唯
凡 
夫
な
の
で
あ
る
。
凡
夫
と
は
、 
人
間
の
自
覚
、
 
未
自
覚
を
超
え
た 
基
底
的
存
在
事
実
な
の
で
あ
る
。
九
品
唯
凡
と
は
、
決
し
て
九
品 
が
唯
凡
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば' 
あ 
れ
ほ
ど
克
明
に
九
品
の
階
位
を
み
て
い
く
善
導
の
凡
夫
観
、
す
な 
わ
ち
人
間
観
は
明
ら
か
と
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
五
乗
斉 
入
」
と
い
う
こ
と
の
具
体
性' 
そ
し
て
こ
こ
で
「
種
」
を
「
心
」 
と
押
さ
え
た
意
義
も
了
解
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば' 
な
ぜ
善
導
は
下
輩
を
引
証
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
 
大
・
小
不
定
の 
遇
悪
の
凡
夫
人
も
二
乗
心
を
生
起
し
な
い
境
界
、
そ
れ
が
阿
弥
陀 
の
浄
土
だ
か
ら
で
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
こ
と
を
素
純
に
頷
け
る 
か
、
ど
う
か
と
ハ
う
こ
と
に
あ
る
。
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善
導
は
、
つ
づ
い
て
中
輩
段
を
取
意
し
会
通
す
る
。
 
又
十
方
の
衆
生
小
乗
の
戒
行
を
修
し
て
願
わ
く
は
往
生
す
る 
者
、
ー
り
も
妨
礙
無
く
、
悉
く
往
生
を
得
。
但
彼
に
到
り
て 
先
ず
小
果
を
証
し' 
証
し
已
り
て
即
ち
転
じ
て
大
に
向
う
。
 
ー
た
び
転
じ
大
に
向
い
て
以
去
、
更
に
退
し
て
二
乗
の
心
を 
生
ぜ
ざ
る
が
故
に' 
二
乗
種
不
生
と
名
づ
く
。
前
の
解
は
不 
定
の
始
め
に
就
き' 
後
の
解
は
小
果
の
終
わ
り
に
就
く
な
り
。
 
応
に
知
る
べ
し
。
 
(
同
前
・
三
七
—
三
八
頁) 
小
乗
の
教
え
に
遇
い
戒
行
を
修
習
し
た
凡
夫
人
も
、
浄
土
を
願
え 
ば
悉
く
往
生
を
得
る
。
そ
し
て' 
浄
土
で
ま
ず
小
果
を
証
得
し
終 
わ
っ
て
大
乗
に
転
向
し
て
以
降
、
再
び
退
転
し
て
二
乗
の
心
を
生 
起
す
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
も' 
阿
弥
陀
の
浄
土 
は
「
二
乗
種
不
生
」
で
あ
る
と
会
通
す
る
。
羅
漢
回
心
し
て
大
乗
に
向
う
、
一
発
已
去
小
心
滅
し
て
、
直 
き
に
菩
提
に
至
り
て
退
有
る
こ
と
無
し' 
是
の
故
に
天
親
論 
を
作
り
て
説
か
く'
二
乗
の
心
種
永
く
生
ず
る
こ
と
無
し
、
 
故
に
大
乗
善
根
界
に
し
て
、
畢
竟
永
く
譏
嫌
の
過
を
絶
つ
と 
言
う
、
大
小
の
凡
夫
平
等
に
摂
す
(
般
舟
讃
・
二
七
八
—
二
七
九
頁) 
遇
小
の
凡
夫
の
二
乗
心
も
、
浄
土
の
カ
用
に
お
い
て
大
乗
心
に
転 
回
さ
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
弥
陀
の
浄
土
は
大
乗
一
味
の
世
界
で
あ
り
、
「
女
人
及
根
欠
の
義
は
彼
に
無
き
」
一
如
平
等
の
境
界
な 
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
「
弥
陀
本
国
四
十
ハ
願
」
の
事
実
で
あ
り
、
 
弥
陀
智
願
海
は
、
深
広
に
し
て
涯
底
無
し
、
名
を
聞
き
て
往 
生
せ
ん
と
欲
わ
ば
、
皆
悉
く
彼
の
国
に
到
る
(
往
生
礼
讃
・
一
七
五
頁) 
と
い
わ
れ
る
「
一
乗
海
」
の
具
体
性
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
、
 
善
導
の
教
学
確
認
は
、
自
身
の
教
法
領
受
の 
精
神
を
披
瀝
す
る
と
い
う
態
で
の
民
衆
へ
の
応
答
で
あ
る
。
そ
れ 
は
同
時
に
、
「
男
女
貴
賤
・
行
住
坐
臥
・
時
処
諸
縁
」
等
を
簡
ぶ
聖 
道
の
仏
教
に
、
自
明
と
な
っ
た
既
存
の
価
値
観
の
転
換
を
差
し
迫 
る
も
の
で
あ
る
。
い
え
ば
、
人
間
の
具
体
的
存
在
性
を
抽
象
化
し
・ 
教
理
的
整
合
性
を
も
と
に
大
乗
、
そ
し
て
一
乗
・
三
乗
の
権
実
を 
誇
示
主
張
す
る
聖
道
の
仏
教
の
質
を
、
歴
史
の
大
地
よ
り
基
底
的 
に
問
い
返
し
て
い
く
営
為
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
批
判
的
精
神 
の
営
み
を
「楷
定
古
今
」
と
い
う
。
註
善
導
の
著
述
に
つ
い
て
は
、
全
て
『
定
本
親
薦
聖
人
全
集
』
第
九
巻
に 
よ
り
、
出
典
名
と
頁
だ
け
を
表
記
し
た
。
な
お
引
用
に
あ
た
り
漢
文
は 
書
き
下
し
た
。
① 
散
善
義
・
一
七
九
頁
② 
玄
義
分
・
三
六
頁
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⑤④③⑧⑦⑥⑩⑨⑫⑪
法
事
讃
・
一
三
頁 
玄
義
分
・
七
頁
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
五
四
頁
・
『
観
経
』
序
分
は
「
教
我
思 
惟
・
教
我
正
受
」
の
致
請
か
ら
、
散
善
顕
行
縁!
定
善
示
観
縁
と
次 
第
し
、
韋
提
希
の
次
の
表
白
を
も
っ
て
正
宗
分
が
開
か
れ
る
。
「
世 
尊
、
我
が
如
き
は
今
仏
力
を
以
て
の
故
に
、
彼
の
国
土
を
見
た
て
ま 
つ
る
。
若
し
仏
滅
後
の
諸
々
の
衆
生
等
は
、
濁
悪
不
善
に
し
て
五
苦 
に
逼
め
ら
れ
ん
。
云
何
に
し
て
か
当
に
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
を
見 
た
て
ま
つ
る
べ
し
。
」
同
前
・
五
一
頁
玄
義
分
・
七
頁
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
五
七
頁
玄
義
分
・
三
一
頁
「
今
此
の
観
経
の
中
の
十
声
の
称
仏
は
、
即
ち 
十
願
十
行
具
足
せ
る
こ
と
有
り
。
云
何
が
具
足
す
る
。
南
無
と
言
う 
は
即
ち
是
れ
帰
命
な
り
、
亦
是
れ
発
願
回
向
の
義
な
り
。
阿
弥
陀
仏 
と
言
う
は
即
是
其
の
行
な
り
。
斯
の
義
を
以
て
の
故
に
必
ず
往
生
す 
る
こ
と
を
得
。
」
玄
義
分
・
二
ハ
頁
第
二
釈
名
門
で
は
、
一
経
を
総
標
す
る
「
経
言
」
「
仏
説
無
量
寿 
観
経
一
巻
」
の
「
無
量
寿
」
を
次
の
よ
う
に
註
解
す
る
。
ま
ず
無
量 
寿
を
南
無
阿
弥
陀
仏
と
発
音
し
、
そ
れ
を
一
字
づ
つ
梵
漢
相
対
さ
せ 
て
は
帰
命
無
量
寿
覚
と
配
対
し
、
そ
の
無
量
寿
覚
に
人
法
を
読
み
こ 
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
次
に
人
法
不
二
の
阿
弥
陀
仏
を
所
観
の
境
界 
と
述
べ
て
く
る
。
玄
義
分
・
ハ
頁
往
生
礼
讃
・
一
六
〇
頁 
序
題
門
の
展
開
、
そ
し
て
『
般
舟
讃
』
の
偈
文
と
呼
応
す
る
も
の 
と
し
て
『
法
事
讃
』
の
釈
文
が
注
意
さ
れ
る
。
「
如
来
五
濁
に
出
現
し
て
、
随
宜
に
方
便
し
て
群
萌
を
化
す
。
或
は
多
聞
に
し
て
得
度
す
と 
説
き
(
声
聞
教)
、
或
は
小
解
を
し
て
説
い
て
三
明
を
証
せ
し
む(
縁 
覚
教)
、
或
は
福
慧
雙
べ
て
障
を
除
く
と
教
え(
菩
薩
教)
、
或
は
禅 
念
を
教
え
て
座
し
て
思
量
せ
し
む(
止
観
行)
。
種
々
の
法
門
皆
解
脱 
す
れ
ど
も
、
念
仏
し
て
西
方
に
往
く
に
過
ぎ
た
る
は
無
し
。(
乃
至) 
直
に
弥
陀
の
弘
誓
重
き
が
為
に
、
凡
夫
を
し
て
念
ず
れ
ば
即
生
せ
使 
む
る
こ
と
を
致
す
。
(
乃
至)
世
尊
説
法
の
時
、
将
に
了
ら
ん
と
す 
る
に
愍
惣
に
弥
陀
の
名
を
付
属
す
。
五
濁
増
の
時
に
多
く
疑
謗
し
て
、
 
道
俗
相
い
嫌
い
て
聞
く
こ
と
を
用
い
ず
。
修
行
す
る
こ
と
有
る
を
見 
て
は
瞋
毒
を
起
こ
し
、
方
便
破
壊
し
て
競
い
て
怨
み
を
生
む
。
此
の 
如
く
の
生
盲
闡
提
の
輩
は
、
頓
教
を
毀
滅
し
て
永
く
沈
淪
す
。
大
地 
微
塵
劫
を
超
過
す
れ
ど
も
、
未
だ
三
塗
の
身
を
離
る
る
こ
と
を
得
可 
か
ら
ず
。
大
衆
同
心
に
皆
所
有
の
破
法
の
罪
の
因
縁
を
懺
悔
す
べ
し
。
 
衆
等
心
を
回
し
て
浄
土
に
生
ぜ
ん
」
注
記
筆
者
・
法
事
讃
・
七
七
— 
七
八
頁
⑬
般
舟
讃
・
二
三
一
頁
⑭
同
前
・
二
三
三
頁
⑮
玄
義
分
・
三
頁
⑯
序
分
義
・
四
三
—
四
四
頁※
玄
義
分
・
ー
ー
頁 
⑰
⑱
同
前
・
四
四
頁
⑲
同
前
・
四
五
頁
⑳
 
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
ニ
ー
九
五
—
二
九
ハ
頁 
㉑
 
二
乗
種
不
生
論
は
、
浄
影
寺
慧
遠
等
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
慧
遠 
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』(
『
大
正
大
蔵
経
』
三
七
・
一
〇
七
頁
・
下) 
・
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』(
同
前
・
一
ハ
四
頁
・
中)
等
と
比
較
検
討 
す
れ
ば
善
導
の
課
題
性
が
よ
り
浮
き
彫
り
と
な
る
。
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㉒㉓
当
時
の
仏
教
学
の
価
値
体
系
に̂
い
て
、
阿
弥
陀
は
『
観
音
授
記 
ー』
の
弥
陀
入
滅
説
に
よ
り
「
有
量
の
無
量
寿
」
と
規
定
さ
れ
、
応 
(
化
身)
・
応
土 
(
化
土)
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
逆
に
、
報 
・
報
土
と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
聖
者
に
対
す
る
凡
夫
の
入
報
は
否 
さ
れ
た
。
『
経
』
に
は
「
如
化
品
」
と
あ
り
、
善
導
の
「
涅
槃
非
化
品
」
の 
称
に
は
す
で
に
主
張
が
あ
る
。
『
大
正
大
蔵
経
』
ハ
・
四
一
五
頁
・
中
㉔
玄
義
分
・
三
五
頁
㉕
同
前
，
三
六
頁
㉖
㉗
散
善
義
・
一
七
三
頁 
㉘
序
分
義
・
ハ
七
頁
㉙
 
『
真
宗
聖
教
全
書
』
一
・
ハ
ハ
一
頁
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